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「序
岡山大学埋蔵文化財調査研究センターは前身である埋蔵文化財調査室を含めると6年半,大
学の正規の機関のセンターに改組されて2年を迎えることになります。学齢に達するまでに賜
わりました全学の深い御理解と御援助に対して,深甚の感謝を申し上げますと共に,今後の調
査研究活動に対しまして,更なる御理解と御支援をお願い申し上げる次第であります。
ここに収録しましたものは,本センターが1988年度において行いました岡山大学津鳥キャン
パスの3つの構内遺跡,すなわち,大学院自然科学研究科棟・工学部情報工学科校舎・工学部
生物応用工学科校舎の建物新営に伴う遺跡の調査結果を中心に,本センターの同年度におけま
す活動の経過報告をまとめたものであります。
発掘された遺跡の調査研究の結果につきましては,共有の遺産として速やかに報告書として
詳細に公表することが当然でありますが,整理には時間を要することも事実であります。年報
は本報告書に先立って,こうした要請に応えるための処置でもあることを御理解頂きたいと思
います。
最後になりましたが,本センターの調査研究に際しましては,直接・間接に御協力・御指導
を賜りました岡山県教育委員会文化課・岡山県総務部県史編纂室 。岡山市教育委員会文化課・
岡山大学文学部考古学研究室をはじめ関係機関,関係各位に厚く御礼を申し上げる次第であり
ます。
1989年10月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター長
進高  重
口1 本年報は岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (旧岡山大学埋蔵文化財調査室)が岡山大
学構内において1988年 4月1日から1989年 3月1日までに実施した埋蔵文化財の調査と保
存,および活動成果をまとめたものである。
2 大学構内の埋蔵文化財の調査に際しては,設定基準を次のように定めた。
1)津島地区では,国土座標第5座標系 (X=-144,500,Y=-37,000)を起点とし,真
北を基軸とした構内座標を設置した。一辺50mの方形地区割である。また,同地区では
調査の便宜上,大きく津島北地区と同南地区に三分する (図版 1～3)。
2)鹿田地区では,国土座標第5座標系 (X=-149,800,Y=-37,400)を起点とし,座
標軸をN15°Eに振ったものを基軸とした構内座標を設置した。地区割は一辺5mの方
形を用いている。(図版 4)。
3)本文中で用いる方位は津島地区・鹿田地区ともに真北を使用している。
3 岡山大学構内および関連施設内の名称は,農学部旧演習林内に分布する古墳群などの周知
の遺跡の場合はそのまま踏襲し,津島地区構内で新たに発見された遺跡は,遺存する小字名
を用いるか,岡山大学津島地区遺跡群と仮称して,地点ごとに任意の記号をもって示して
いる。また,鹿田地区では全域において,これまで称されてきた「鹿田遺跡」を用いている。
4 表に記載した所属部は,原則として各学部の頭文字を略号として用いている。
5 本文 。日次 。挿図・図版などで使用の調査番号は表 1と一致する。
6 遺物観察表の胎土は微砂 :0.5mm以下,細砂 :0.5～1.Omm,粗砂 :1.0～2.Omm,細礫 :
2.Omm以上を指す。
7 遺構実測は入倉徳裕・絹川一徳 。高橋進―・竹内浩―・土井基司・中塚孝信・福田真久・
藤原千鶴 。前原伸也 。安井宣也 。若林卓が行い,遺構・遺物の浄写は各報告者が担当した。
8 本文は第 1・ 3・4章を山本悦世が執筆 し,第2章を石坂俊郎・絹川 。土井・藤原・安
井・山本・若林が分担した。執筆者名は末尾に記した。
9 調査 。研究活動は近藤義郎前センター長,編集は高重進センター長・新納泉室長の指導の
もとに山本が担当した。
本年報に掲載の津島地区の地形図は岡山市発行の1/2500の地図を複製したものである。
調査・整理において以下の方々にご援助・教示を頂いた。記して感謝申し上げる。
栗谷聡,稲田孝司,扇崎由,五味田裕,高橋学,千葉喬三,千葉豊,時枝克安,根木修,
平井勝,古野勝志,回山裕,村上幸雄
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